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社団法人　日本歯科医師会 

歯科医師の倫理綱領 
　われわれ歯科医師は、日頃

より歯科医学および歯科医療

の研鑽を通じて培った知識や

技術をもって、人々の健康の

回復と疾病の予防のために貢

献するものである。 
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開業して早くも27年が経ちました｡ 今､ 当時の事を振り返ると､

どうやって切り抜けてきたのか考えるだけで怖くなります｡ まず､ 医院の設計・内装､ ユニッ

ト・機械等の選択､ スタッフの求人・採用・教育､ 開業の申請・その他の手続き等､ 右も左

もわからぬまま誰からも教えてもらうことなく手探りでやってきました｡ あの時は何事にも

一生懸命で､ わからないことがあれば様々な手段を使って調べて､ 一つ一つを克服してきた

ように思います｡

27年前の開業当初の私には､ わくわく､ どきどきした気持ちがあり､ どうすればうまく診

療をやることができるか､ どうすれば患者さんに満足してもらえるか…など学び研鑽する気

持ちが強くありました｡ 最近､ ｢人の振り見て我が振り直せ｣ではないですが､ 自分自身はど

うなのか…と問いかける場面がよくあります｡ 先日も､ ある病院での若い医師の言動に首を

かしげることがありました｡

５階からエレベーターを利用し１階に降りようとした時､ ２階で停止しなんらかの操作ミ

スで２階専用になってしまい､ 操作ができなくなりました｡ 通りがかりの20代と思われる若

い医師に､ 助けを求めたものの解決せず､ 50代の介護士の方が通りかかったその時､ 若い医

師が､ 年上の介護士に対して ｢おい､ これはどうすればいいんだ｣ とぞんざいな言い方をし

たのです｡ この光景をみて何ともいえない嫌な気分になりました｡ この若い医師は､ 何か勘

違いをしているのではないか…

医師不足で悩む地方は､ 医師を確保するために経験の浅い医師にでも高額の給料を払い､

人材を確保する傾向にあります｡ 人間的にも技術的にも成長していない医師が､ 高額の報酬

を得て職場での指示体制のもと､ 自分が偉くなったとでも思っているのでしょう｡ 最近､ 他

の医療関係の職場でも､ この様な事が多いと耳にすることがあります｡

話は元に戻りますが､ 若い医師から聞かれた介護士の方は､ ｢そのような時は､ 行きたい

階のボタンを長押しされると解除しますので｣ と､ とても丁寧に答えられていました｡ ｢さ

すが､ 人間が出来ている｡｣ と私は感心したのを覚えています｡

人は､ 環境に順応します｡ それは､ 良い事でもあり悪いことでもあります｡ 今の環境に慣

れてしまい､ あたかもそれが当たり前のように感じ､ 大事な事を忘れ見失ってしまうのです｡

｢常識｣ ｢道徳｣ ｢礼儀｣ 人としてこれらの事を忘れず､ 又､ あのわくわく､ どきどき緊張

した時の初心を忘れることなく会務あるいは診療に取り組んで行きたいと思っています｡

最後になりましたが､ 先日の東北地方太平洋沖地震で､ 被災・犠牲になられました皆様に

心からお見舞い・お悔やみを申し上げ､ 救助・復旧作業に取り組んでいらっしゃる関係各位

に対しまして､ 敬意を表したいと思います｡ 我々も役に立つことがあれば全力で支援してい

きます｡

この度､ 引き続き副会長を仰せつかりました｡ 微力ではありますが､ 歯科界の為精一杯努

力してまいります｡ ご指導の程宜しくお願い致します｡
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１. 開 会：渡辺理事
２. 挨 拶：浦田会長

本日は､ 平成23年度第１回臨時理事会とい

うことで皆様にお集まりいただきました｡ 初

めて理事に就任される先生もおられますが､

これより２年間精一杯頑張っていただきたい

と思います｡ さて､ 前年度の最後は､ 東日本

大震災という未曾有の大震災に見舞われ､ 大

変慌しい１ヶ月となりました｡ 東京電力の福

島第一原発の問題と併せて､ しばらくは自粛

ムードも広がりましたが､ 自粛ばかりでは日

本の復興もありません｡ 日本の再生の為にも

我々は与えられた使命を全うする為､ あらか

じめ定めた事業計画に基づいて､ 会員のため､

県民のために､ 粛々と事業を遂行していかね

ばなりません｡ 本日は､ 委嘱状伝達と臨時代

議員会に関する準備が主な内容となります｡

また､ 理事会､ 常務理事会の運営方法等につ

いての説明等も行いたいと思いますので､ 軌

道に乗るまでは何かと大変だとは思いますが､

全力を傾注し､ 会務の運営に取り組んで行き

たいと思いますので､ 先生方のご協力を宜し

くお願い致します｡

３. 理事の就任依頼
４. 副会長の委嘱
５. 専務理事の互選
６. 常務理事の互選
７. 就任承諾書の受理
８. 委嘱状の伝達
９. 会長の所信表明
10. 協 議
１. 学院長・副学院長・教務部長の任命

(承認)

浦田会長より､ 学院長に伊藤明彦先生､

副学院長に逢坂亘彦先生､ 松岡拓治先生､

教務部長に逢坂亘彦先生が選任され､ 承

認された｡

その後委嘱状伝達も併せて行われた｡ な

お､ 逢坂副学院長への委嘱状伝達は４月

９日に行われる｡

２. 有限会社ケイ・デー・エム・ユーの取

締役の交替 (承認)

４月６日 (水) 午後７時より県歯会館第１会議室において､ 浦田会長他全役員出席のもと議

長を浦田会長として､ 第１回臨時理事会が開催された｡

(開会に先立ち､ 東日本大震災における犠牲者に対して黙祷が捧げられた)
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有限会社ケイ・デー・エム・ユーの２

名の取締役については､ 代表取締役につ

いては中嶋副会長が引き続き就任し､ 取

締役については､ 西野監事から八木常務

理事に変更することが承認された｡

３. 熊本県歯科医師会委員会規則の一部改

正 (承認)

原案通り承認可決し､ ４月23日開催の

臨時代議員会に議案として上程すること

とした｡

４. 熊本県歯科医師会共済互助規則施行細

則の一部改正 (承認)

原案通り承認可決した｡

５. 熊本県歯科医師会急病時の代診派遣制

度実施要領の一部改正 (承認)

原案通り承認可決した｡

６. 熊本県歯科医師会文書取扱規程内規の

一部改正 (承認)

原案通り承認可決した｡

７. 平成２３年度臨時代議員会 (承認)

原案通り承認可決した｡ なお､ 資料の

送付は新代議員が揃った時点で配布する

こととした｡

８. 嘱託の委嘱 (承認)

弁護士に福岡聰一郎氏を､ 公認会計士

に吉永賢一郎氏を嘱託として契約するこ

ととした｡

11. 報 告
１. 常務理事会・理事会・委員会の運営及

び文書の取扱・発言

渡辺専務理事より､ 常務理事会・理事

会への提案事項については､ 原則として

３日前までに事務局長へ連絡することと

し､ 急を要する場合においては直接､ 専

務理事まで申し出ること等の確認がなさ

れた｡

２. 役員・事務局担当業務所管

渡辺専務理事より､ 役員､ 事務局職員

の担当業務所管についての説明がなされ

た｡

３. 常任委員会委員の編成並びに委嘱状の

伝達方法

委嘱状の伝達については､ 第１回全体

委員会において行い､ その際は事務局担

当職員が対応する｡ なお､ 併せて会報掲

載用の写真撮影も行う｡

４. 事務局連絡事項

事務局､ 事務処理における連絡・注意

事項等について､ 澤田事務局長より説明

がなされた｡

５. 平成23年度各委員会事業計画

６. 年間行事予定

12. その他検討事項
元会長故鬼塚義行先生の追悼

13. 閉 会

(広報 加藤 久雄)

｢熊歯会報｣ の表紙写真を募集します｡

下記の要領でお送り下さい｡
① 季節感があり､ 人物が写っているもの (人の動きが感じとれるもの) 記念撮影的なもの
は不可です｡ 各地で季節ごとに行われる祭り､ イベント､ などを特に希望します｡ ただし
人物が入る写真ですので個人情報保護にはご注意ください｡
② 写真は､ A４サイズにプリントアウトしたものをお送りいただくかデータ (CD､ メー
ル等) でお願いします｡ (返却は致しません)
③ 簡単な写真説明をお願いします｡ 字数20～30字程度
④ ご提出頂いたすべての写真を表紙として使用するのではなく､ 表紙写真として採用する
かは広報委員会で判断いたします｡ また､ 写真を県歯ホームページで使用することがあり
ますので､ ご了承下さい｡
⑤ 提出先 県歯事務局 広報担当 緒方まで
メールアドレス jimu@kuma8020.com (広報委員会)
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未曾有の被害をもたらした東北大震災では､
４月20日現在での主に３県にわたる先生方の
状況ですが､ 死亡会員９名､ 行方不明６名､
何らかの形で被災された会員550名､ かなり
の被害を受けたのが175診療所､ 福島原発か
らの退避者52名､ 全壊・半壊・退避者の総数
は227名に上っています｡ 県歯では､ 480名を
越える先生方から740万円余の義援金が集ま
り､ とりあえず４月の段階で一度日歯に送金
する予定です｡ 復興には継続した支援が必要
であり､ 引き続きご支援とご協力をお願いし
たい｡ 身元不明調査で現地に赴かれているの
が960名の先生方､ 口腔ケアーを中心とする
歯科診療のボランティアには400数十名の先
生方の協力を頂いている状況です｡ さて今期
も引き続き会長をさせていただくにあたり前
期に５つの使命をあげておりましたが､ その
中で ｢県民の生活を守る｣ と ｢会員の生活を
守る｣ という２つの大きな命題が我々の課題
だと思っています｡ ５つの使命の中で､ 出来
上がったもの､ 途中のもの､ 手をつけていな
いものをしっかりとまとめ今後２年間何をし
ていくのか､ 執行部一丸となり考えて活動し
ていきます｡ 21世紀プロジェクトチームから
21世紀に向けての提言として頂いた答申書を
現在読ませて頂いている｡ これをもとにタウ
ンミーティングで各郡市を回り､ ご意見を拝
聴し執行の糧としたいと思います｡ 大変な時
期ではありますが､ 代議員の先生方のサポー
ト､ ご指導をよろしくお願いします｡

議事
第１号議案 理事の選任に関する件
名簿 (任期 平成23年４月１日～平成25年３月31日)

関係条文
社団法人熊本県歯科医師会定款

第20条 会長及び監事は､ 立候補または

推薦候補の中から別に定める選挙規則に

より総会において選挙する｡

２ 理事は会長の推薦した者の中から選

挙規則により代議員会で選任する｡

３ 副会長は理事の中から会長が委嘱す

る｡

４ 専務理事及び常務理事は理事の互選

による｡

社団法人熊本県歯科医師会選挙規則

第10条 本会役員の選任は次により行う｡

(１) 会長及び監事の選任は､ 任期の満

了の年３月､ 総会において行う｡

(２) 理事の選任は､ 前項により選任され

た会長が推薦したものを代議員会におい

て行う｡

���������������������������������������������
４月25日 (月) 午後３時より県歯会館４階ホールにて平成23年度臨時代議員会が開催された｡
代議員の氏名点呼の後､ 浦田会長が開会を宣言し､ 仮議長を久々山芳文議員 (天草郡市) に決
定､ 仮議長が議長にとの意見により承認された｡ 副議長は議長一任とすることが承認され､ 荒木
靖議員 (菊池郡市) が指名された｡ 議事録署名人に稲葉逸郎議員 (熊本市) 中村進議員 (宇土郡
市) を指名した｡

浦田会長あいさつ
役職名 氏 名 所属郡市 役員回数
会 長 浦 田 健 二 宇土郡市 ４回
理 事 小 島 博 文 熊 本 市 ４回

中 嶋 敬 介 天草郡市 ３回
宮 坂 圭 太 山 鹿 市 ３回
渡 辺 賢 治 下益城郡 ３回
松 岡 拓 治 菊池郡市 ３回
勇 励 宇土郡市 ３回
八 木 義 博 宇土郡市 ２回
前 田 章 二 八 代 １回
田 上 大 輔 阿蘇郡市 １回
冨 屋 栄 祐 下益城郡
大 林 裕 明 玉名郡市 １回
加 藤 久 雄 熊 本 市 １回
松 本 信 久 天草郡市
牛 島 隆 熊 本 市 １回
椿 誠 熊 本 市

監 事 片 山 公 則 阿蘇郡市 ２回
西 野 隆 一 熊 本 市 ２回
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第２号議案 社団法人熊本県歯科医師会委
員会規則の一部改正(案)の承認を求める件
(提案理由) 現行の常任委員会業務及び事業

の効率化をはかり､ 経費削減を推し進める

ために委員会を再編成いたしたく､ ここに

委員会規則を一部改正することを提案する｡

第３号議案 裁定審議委員会委員の委嘱に
関する件
(提案理由) 定款第53条第３項及び定款施行

規則第８条第２項並びに委員会規則第18条

(２) により､ 裁定審議会委員を次のとお

り選出することについての承認を求める｡

関係条文
社団法人熊本県歯科医師会定款

第53条 本会に裁定審議委員会を置く｡

３ 裁定審議委員会の構成､ 任務及びそ

の他必要な事柄は委員会規則で定める｡

社団法人熊本県歯科医師会定款施行規則

第８条 定款第52条､ 第53条及び第54条

の規定により委員会を置く｡

２ 委員会規則は､ 代議員会の議決を経

て別に定める｡

社団法人熊本県歯科医師会委員会規則

第18条 裁定審議委員会の構成､ 任務等

を次の各号のとおり定める｡

２ 委員は､ 選挙規則第６条に規定する

選挙権および被選挙権を有する者の中か

ら代議員会に諮り､ 会長が委嘱する｡

第４号議案 選挙管理委員会委員､ 同予備
委員の委嘱に関する件
(提案理由) 定款第54条第３項及び選挙規則

第４条第２項・３項により､ 選挙管理委員

会委員､ 同予備委員を次のとおり選出する

ことの承認を求める｡

関係条文
社団法人熊本県歯科医師会定款

第54条 本会に選挙管理委員会を置く｡

３ 選挙管理委員会の構成任務及びその

他必要な事項は選挙規則で定める｡

社団法人熊本県歯科医師会選挙規則

第４条 選挙管理委員会は､ 委員５名を

もって組織する｡

２ 委員は､ 第６条による選挙権および

被選挙権を有する会員の中から代議員会

の議決による指名に基づいて､ 会長が委

嘱する｡

３ 代議員会は前項の規定による委員の

指名を行う場合においては､ 同時に委員

と同数の予備委員の序列を付して指名を

行わなければならない｡ 予備委員が欠け

た場合においては､ 同時に委員の指名を

改 正 (案) 現 行

第５条 常任委員会は､ 次の８
種とする｡ ただし､ 会長が必要
と認めたときは､ 理事会の議を
経て 別に設置することができ
る｡
(１) 学術委員会
(２) 社会保険委員会
(３) 地域保健委員会
(４) 広報委員会
(５) 学校歯科委員会
(６) 医療対策委員会
(７) センター・介護委員会
(８) 総務・厚生委員会

第６条 (学術委員会)
学術委員会においては､ 次の項
目を行う｡
１. 歯科医学会及び講演会等に
関する事項
２. 歯科医学､ 医術の研究及び
研修に関する事項
３. 歯科医療対策に関する事項
４. 歯科医事､ 法制､ 行政に関
する事項
５. 関連医療の調査研究並びに
育成指導に関する事項
６. 税務対策に関する事項

第９条 削除

以下､ 現行条文の第９条から１
条ずつ繰り上がる｡

第13条 (総務・厚生委員会)
総務・厚生委員会においては､
次の項目を行う｡
１. 総務の事業計画に関する事
項
２. 経理に関する事項
３. 定款諸規則等の改定に関す
る事項
４. 渉外及び行政との交渉に関
する事項
５. 会館の管理､ 備品に関する
事項
６. 調査・ＩＴに関する事項
７. 会員の共済制度に関する事
項
８. 会員の福利厚生に関する事
項

第５条 常任委員会は､ 次の９
種とする｡ ただし､ 会長が必要
と認めたときは､ 理事会の議を
経て 別に設置することができ
る｡
(１) 学術委員会
(２) 社会保険委員会
(３) 地域保健委員会
(４) 厚生・管理委員会
(５) 広報委員会
(６) 学校歯科委員会
(７) 医療対策委員会
(８) センター・介護委員会
(９) 総務委員会

第６条 (学術委員会)
学術委員会においては､ 次の項
目を行う｡
１. 歯科医学会及び講演会等に
関する事項
２. 歯科医学､ 医術の研究及び
研修に関する事項

第９条 (厚生・管理委員会)
厚生・管理委員会においては､
次の項目を行う｡
１. 会員の共済制度に関する事
項
２. 会員の福利厚生に関する事
項
３. 歯科医療対策に関する事項
４. 歯科医事､ 法制､ 行政に関
する事項
５. 関連医療の調査研究並びに
育成指導 (医療､ 技工､ 歯科衛
生士､ 歯科助手､ 歯科材料等)
に関する事項
６. 税務対策に関する事項

第14条 (総務委員会)
総務委員会においては､ 次の項
目を行う｡
１. 総務の事業計画に関する事
項
２. 経理に関する事項
３. 定款諸規則等の改定に関す
る事項
４. 渉外及び行政との交渉に関
する事項
５. 会館の管理､ 備品に関する
事項
６. 調査・ＩＴに関する事項

附則
９ この規則は､ 平成23年４月
23日より施行する｡
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行うときに限り､ 予備委員の指名を行う｡

第５号議案 顧問の委嘱に関する件
(提案理由) 定款第27条により､ 下記の者

を推薦するので委嘱の承認を求める｡

記

宇治 壽康 (熊本市)

堤 直文 (熊本市)

関係条文
社団法人熊本県歯科医師会定款

第27条 本会に顧問及び嘱託を置くこと

ができる｡

２ 顧問は､ 代議員会の承認を経て会長

が委嘱する｡

３ 顧問は､ 会長の諮問にこたえ､ 本会

の会議に出席して意見を述べることがで

きる｡ ただし､ 表決に加わることはでき

ない｡

第６号議案 熊本県歯科医師会事業計画一
部変更 (案) に関する件
平成23年度学術関係事業計画書 (案)

１. 学術研修 ｢Back to the Basic｣

推進事業

２. 生涯研修事業への対応・会員支援

３. 先進歯科医療の情報収集及び提供

４. デンタルスタッフ対象スキルアッ

プ講演会の開催

５. 安心・安全歯科医療推進制度に係

る講演会 (救急救命等) の開催

６. 医科との学術連携推進

７. 他委員会との合同研修会

８. 各郡市歯科医師会､ スタディグルー

プ､ 九州各県歯科医師会との学術

連携推進

９. 診療・経営支援に役立つ情報等の

提供

10. 医療従事者研修会開催

11. 未就業歯科衛生士のためのリカバ

リー研修会の実施

12. 医療管理関係情報の収集と会員へ

の伝達

13. 医療管理関係講演会の開催

14. 医院経営・税務・労務に関する諸

問題の検討と対策

15. 九州各県医療管理担当者会の開催

平成23年度総務・厚生関係事業計画書 (案)

１. 総務の事業計画に関する事項

２. 経理に関する事項

３. 定款諸規則等の改正に関する事項

４. 渉外及び行政との交渉に関する事

項

５. 職員及び会館・備品に関する事項

６. 調査・ITに関する事項

７. 会員健康管理の充実

８. 高齢会員慶祝行事の実施

９. 厚生関係情報の収集と会員への伝

達

10. 関係諸機関との連絡､ 協議

11. 厚生関係講演会の開催

12. 共済互助に関する諸問題の検討と

対策

※以上すべての議案は承認可決された｡

議案に関しての代議員質問

第１号議案
田中議員 (荒尾市)

理事各位の自己紹介を

お願いしたい｡

執行部回答

役員の自己紹介を行っ

た｡

第５号議案
森口議員 (天草郡市)

顧問の位置付けを聞き

たい｡ 元会長が就任する

様だが､ 慣例なのか必要

なのか､ 名誉職なのか？

期間はいつまでか？

執行部回答
慣例として会長経験者にお引き受け頂いて

いる｡ 任期は委嘱した会長の在任期間と同一

である｡

協議
１. 時局対策
大林理事

昨年の11月に ｢熊本県歯及び口腔の健康づ

くり推進条例｣ が施行され 熊本県は各市町

村自治体 (熊本市を除く) にむし歯要望対策

事業として平成23年度の補助金として960万

円を計上しました｡

５月より熊本県健康づくり推進課､ 体育保
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健課で平成23年度歯科保健事業圏域説明会を

行う予定にしてあります｡

その会の趣旨は

①むし歯予防対策事業補助金の内容について

②フッ化物の応用の安全性・有効性について

③市町村保健と教委の協議､ 意向調査につい

て

※昨年発足したプロジェクトＦ (各郡市で選

定された代表) の先生方､ 学校歯科委員会と

地域保健委員会の先生方の御協力のもと②の

項目について講師の依頼をしようと思ってい

ますが､ その事前打合会を５月10に行います｡

渡辺猛士議員 (熊本市)

熊本市は対象外である

ため､ 市教育委員会と折

衝中であるが難航してい

る｡ 県歯担当者の協力と

助言をお願いしたい｡

執行部回答
出来る限りの協力していく｡

玉置議員 (上益城)

委託事業と考えてよい

か｡

執行部回答
委託事業ではなく､ 歯

科医師会は専門家として

フッ素の安全性・有効性

について講演する｡

福嶋議員 (荒尾市)

平日の昼間の講演依頼

であるが診療に支障をき

たすため､ 時間の変更は

出来ないか？

執行部回答
主な対象が教育関係者

のため時間の変更は難しい､ 主催する県に要

望は伝える｡

秋山議員 (球磨郡)

プロジェクトＦの説明

をお聞きしたい｡ 担当は

学校歯科ですか？

執行部回答
プロジェクトＦは昨年

の学齢期歯科指導講習会

の時に学校歯科委員会会と地域保健委員会を

中心として各郡市の学校歯科担当の先生に集

まっていただいたのが発足のきっかけです｡

中村議員 (宇土郡市)

フッ素洗口に関する説明において教育関係

者との温度差がある中で､ ５月の歯科保健事

業圏域説明会に関しては､ 拙速過ぎるのでは

ないか｡

２. その他
渡辺専務理事
タウンミーティングの開催依頼､ 安心安全

歯科医療推進制度の各郡市担当者の選任をお

願いする｡

森口議員 (天草郡市)

(ご案内) 天草郡市歯科医師会 創立80周

年記念式典祝賀会を10月22日行う｡

田上理事
診療情報提供書 (糖尿病関連の文言追加)､

歯周病チェックリスト (妊婦健診に利用) を

作成している｡

8020支援事業については熊本県から委託を

受け本会が再度各郡市に委託している事業で､

歯科保健と歯科医療をつなぐ仕組み作りが主

な事業となっている｡

前田理事
指導や審査の近況説明

(広報 立本尚史・岩崎晃司)
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開 会：小島副会長
挨 拶：浦田会長

臨時代議員会において､ 理事の選任につい
て正式にご承認いただきました｡ 16名の理事
と２名の監事の計18名で２年間執行していき
たいと思います｡ この２年間の方針について､
本日の理事会終了後､ 先生方のご意見もいろ
いろお聞かせいただければと思います｡ 21世紀
プロジェクトからの答申書にもありましたし､
以前からの本会の命題として､ 県民の健康を
守ることと会員の生活を守ることこの２つをい
かに遂行していくかが目的・目標でありますの
で､ 常に念頭に置いて委員会事業等執行して
いただきたいと思います｡ 前期も５つの使命を
掲げて事業を執行していきましたが､ ある程度
終了した事業､ まだ継続する必要がある事業､
これから新たに取り組む事業の３つがあります｡
今これらを取りまとめておりますが､ 新任の先
生方も含め､ 各所管で何を進めていく必要が
あるかをよく認識しながら事業を遂行していた
だきたいと思います｡ 前期は２年という任期で
初めて執行させていただきましたが､ 以前の３
年という任期に比べると､ その短さは十分に
体感しましたので､ 全ての事業において早めの
準備をしていきたいと思います｡ 実質的に最
初の１年は前期からの申し送りを遂行してい
く面もありますが､ 今年度に行う事業や来年
度行っていく事業についてその都度先生方に
お諮りしながら進めて行きたいと思います｡ 九
地連学会や公益法人制度改革への対応など課
題も多くありますので､ 会員の先生方のご意
見にも耳を傾けながら進めて行きたいと思いま
す｡ ２年間､ 先生方のご協力の程どうぞよろ
しくお願いいたします｡

会会務務報報告告：： (自：３月16日～至：４月24日)
本会総務：理事会､常務理事会､臨時代議員会､

日歯理事会､ 県医療対策協議会
学 術：学術講演会
社会保険：社保説明会､各郡市社保担当者会議
地域保健：標準的な成人歯科健診に関する勉

強会
広 報：全国健康保険協会との打合せ
学校歯科：歯科保健事業圏域説明会事前打合

会､ 日学歯理事会､ 日学歯総会
医療対策：医療相談苦情事例報告､ 医療対策

講演会
センター・介護：センター運営についてのア

ンケート
学 院：入学式､ 教務委員会
国保組合：理事会､ コンプライアンス研修会
以上､ 各担当役員より報告がなされた｡

会会務務報報告告そそのの２２：：
１. 関係機関・団体からの推薦依頼
・熊本さわやか長寿財団理事
浦田 健二 会長
任期：平成23年４月１日～平成25年３月31日
・熊本県小児保健研究会顧問
浦田 健二 会長
任期：平成23年４月１日～平成25年３月31日
・熊本県高等学校保健会理事
宮坂 圭太 副会長
任期：平成23年４月１日～平成25年３月31日
・独立行政法人日本スポーツ振興センター福
岡支店業務運営委員会委員
宮坂 圭太 副会長
任期：平成23年４月１日～平成25年３月31日
・熊本県ＰＴＡ災害見舞金安全会判定診査専
門医師
西野 隆一 監事
任期：平成23年４月１日～平成24年３月31日
・日本スポーツ・健康づくり歯学協議会幹事
／当番県：千葉県歯科医師会
小島 博文 副会長､ 椿 誠 理事
任期：平成23年４月１日～平成24年３月31日
・熊本県学校保健会理事､ 評議員／ (財) 熊
本県学校保健会
【理事】浦田 健二 会長､ 宮坂 圭太 副

会長､ 大林 裕明 理事
任期：平成23年６月１日～平成25年５月31日
【評議員】河原 正明 委員長
任期：平成23年６月１日～平成24年５月31日
・日本学校歯科医会代表会員､ 予備代表会員
【代表会員】大林 裕明 理事
【予備代表会員】宮坂 圭太 副会長
任期：平成23年４月１日～平成25年３月31日

４月27日(水)午後７時より県歯会館第１会議室において浦田会長ほか片山監事を除く全役員出
席のもと議長を浦田会長､ 議事録署名人を前田理事､ 田上理事として第２回理事会が開催された｡
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２. 職員人事
・採用 平成23年４月１日付 植村 博子

専任教員担当 (所属：学院課)
３. 任期満了に伴う退任・就任挨拶状
全会員及び関係団体等へ４月末日までに送
付する｡
なお､ 追加送付する団体等あれば事務局へ
連絡する｡
４. 代議員名簿､ 各郡市役員名簿
５. 平成23年度代議員会・総会及び各郡市会
長・専務理事連絡会議の開催期日
・臨時代議員会
[平成23年９月17日 (土) 午後３時]

・通常代議員会
[平成24年３月17日 (土) 午後２時]

・通常総会
[平成24年３月17日 (土) 午後５時]

・第１回各郡市会長・専務理事連絡会議
[平成23年６月18日 (土) 午後３時]

・第２回各郡市会長・専務理事連絡会議
[平成23年12月10日 (土) 午後３時]

６. 東日本大震災義援金及び身元確認作業協
力者
26日現在で､ 義援金は会員461名と郡市歯
科医師会等から787万９千円､ 身元確認出動
協力者は26名集まっている｡
７. タウンミーティング
23日の臨時代議員会時に各郡市会長へ開催
依頼を行った｡ 今年度中に全郡市で開催する
予定である
８. 第12回 (平成22年度) くまもと歯の健康
文化賞受賞者
３月30日に審査会が開かれ､ 玉東町と八代
市食生活改善推進員協議会の２団体へ授与す
ることを決定した｡
なお､ この事業の今後の運営については､
地域保健委員会を中心に見直しを検討してい
くこととした｡
９. 平成23年度歯科指導対象保険医療機関
集団的個別指導は68医療機関､個別指導(新
規含む)は57医療機関実施される予定である｡
10. 県歯ホームページのリニューアル
広報委員会においてリニューアルを検討中
である｡ 会員専用ページ等で各所管の意見を
踏まえた上で最終的にアップする｡
11. 事業企画の提案
○センター・介護委員会：｢口腔保健センター
の補助金申請｣､ ｢障がい児(者)歯科研修会｣
12. 各会計２月末現況
13. ５月行事予定
28日 (土) 学術講演会は午後２時30分開始｡
なお､ ６月22日 (水) の理事会は午後６時開
始とする｡
14. その他
○代議員会における執行部の発言については､
事前に専務理事等と打合せをしてから行う
こととする｡
○来年度の点数改定に伴う説明会は､ 平成24
年３月27日 (火) 午後７時よりグランメッ
セ熊本において開催予定である｡

○諸会議や講演会等を開催する際は､ 会長の
都合を確認してから日程決めを行うことを
基本とする｡

協協 議議：：
１. 新入会員の承認 [承認]
藤 洋藏(熊本市・一般)､ 坂梨 秀光(熊本
市・一般)､中嶋 充生(熊本市・一般)､宇都
和寿(熊本市・一般)､森野 茂(熊本市・一般)､
月精 秀和(熊本市・一般)､山田 宗敬(熊本市・
一般)､福田 勇人(熊本市・一般)､福地 正貴
(玉名郡市・一般)､有村 嘉人(上益城郡・一
般)､清藤 寿晃(八代・一般)､蓮田 政仁(天草
郡市・一般) 計12名の入会を承認した｡
２. 定款及び諸規則検討臨時委員会の設置及
び委員の選出 [承認]
設置及び委員として熊本市より蔵田 幸一・
渡辺 猛士会員の２名､ 城北地区より宮川 俊
弥・武藤 健史会員の２名､ 城南地区より山
本 源治・中山 万弘会員２名の計６名の選出
を承認した｡
なお､ オブザーバーとして､ 執行部より小
島副会長､ 渡辺専務理事､ 八木常務理事､ 牛
島理事が対応することとした｡
３. 新法人設立検討臨時委員会の構成[承認]
委員は､ 牛島理事､ 渡辺専務理事､ 八木常
務理事､ 池嶋総務・厚生委員長､ 堀田総務・
厚生副委員長の５名で構成することとした｡
さらに､ オブザーバーとして､ 吉永会計士､
福岡弁護士に入っていただくこととした｡
４. 東日本大震災に対する県歯会の対応[承認]
義援金について､ 現時点では本会から支出
しないこととした｡ なお､ 会員から集めた義
援金については､ 日歯へ送金することとした｡
５. 保存期間を経過した文書の廃棄 [承認]
文書取扱規程にしたがって廃棄することを
承認した｡
６. 医療相談苦情における学術・社保委員会
との連携 [継続]
３委員会が連携していく方向で､ どのよう
な連携方法をとるかは各担当理事同士で話し
合うこととし､ 次回以降の常務理事会・理事
会で協議することとした｡
７. 安心・安全歯科医療推進制度運営委員会
委員並びに各郡市担当者 [承認]
運営委員会委員並びに各郡市への担当者選
定依頼について承認した｡
８. 入院給付の申請 [承認]
申請期限を過ぎて提出された給付申請につ

いて､特別な事情があると認め受理することと
した｡さらに､全会員発送時に入院給付の申請
についてのお知らせ文書を送付することとした｡
９. その他
○常務理事会に理事が､ 理事会に常任委員会
委員長がオブザーバー出席することについ
て今後検討することとした｡
監事講評：西野監事
閉 会：中嶋副会長

(広報 加藤 久雄)
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役 職 氏 名 所属郡市

会 長 浦 田 健 二 宇 土 郡 市

副 会 長 小 島 博 文 熊 本 市

副 会 長 中 嶋 敬 介 天 草 郡 市

副 会 長 宮 坂 圭 太 山 鹿 市

専 務 理 事 渡 辺 賢 治 下 益 城 郡

常 務 理 事 松 岡 拓 治 菊 池 郡 市

常 務 理 事 勇 励 宇 土 郡 市

常 務 理 事 八 木 義 博 宇 土 郡 市

理 事 (社 会 保 険) 前 田 章 二 八 代

理 事 (地 域 保 健) 田 上 大 輔 阿 蘇 郡 市

理 事 (医 療 対 策) 冨 屋 栄 祐 下 益 城 郡

理 事 (学 校 歯 科) 大 林 裕 明 玉 名 郡 市

理 事 (広 報) 加 藤 久 雄 熊 本 市

理 事 (センター・介護) 松 本 信 久 天 草 郡 市

理 事 (総 務 ・ 厚 生) 牛 島 隆 熊 本 市

理 事 (学 術) 椿 誠 熊 本 市

監 事 片 山 公 則 阿 蘇 郡 市

監 事 西 野 隆 一 熊 本 市

(参考条文)

定 款

第20条第３項 副会長は理事の中から会長が委嘱する｡

同 第４項 専務理事及び常務理事は理事の互選による｡

熊本県歯科医師会
役員一覧表

役 職 氏 名 所属郡市

顧問 宇 治 壽 康 熊 本 市

顧問 堤 直 文 熊 本 市

顧 問
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役 職 氏 名 所属郡市

学 院 長 伊 藤 明 彦 菊 池 郡 市

副 学 院 長
教 務 部 長

逢 坂 亘 彦 熊 本 市

副 学 院 長 松 岡 拓 治 菊 池 郡 市

役 職 氏 名 所属郡市

理 事 長 浦 田 健 二 宇 土 郡 市

副 理 事 長 上 野 亮 一 八 代

常 務 理 事 桑 田 和 明 阿 蘇 郡 市

理 事 守 永 純 一 八 代

理 事 森 口 茂 樹 天 草 郡 市

監 事 原 田 秀一郎 菊 池 郡 市

監 事 西 野 隆 一 熊 本 市

(参考条文)

熊本歯科衛生士専門学院設置運営規則

第４条 学院長､ 副学院長､ 教務部長及び必要な教職員は､ 本会理事会の議

を経て本会会長が任命し､ 学院長､ 副学院長､ 教務部長の任期は､

本会役員の任期に準ずる｡

熊本歯科衛生士専門学院
役 員 名 簿

熊本県歯科医師国民健康保険組合
役 員 名 簿
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氏 名 所属郡市 氏 名 所属郡市

清 村 正 弥 熊 本 市 玉 置 孝 信 上 益 城 郡

中 村 進 宇 土 郡 市 大久保 和 之 下 益 城 郡

冨 永 英 俊 玉 名 郡 市 中 川 純 一 八 代

福 嶋 修 治 荒 尾 市 若 江 秀 敏 水俣･芦北郡市

神 山 久 志 山 鹿 市 今 藤 隆 文 人 吉 市

荒 木 靖 菊 池 郡 市 秋 山 喬 球 磨 郡

市 原 誓 志 阿 蘇 郡 市 久々山 芳 文 天 草 郡 市

各郡市歯科医師会会長

氏 名 所属郡市 氏 名 所属郡市

秋 山 清 熊 本 市 田 中 正 荒 尾 市

稲 葉 逸 郎 熊 本 市 神 山 久 志 山 鹿 市

田ノ上 輝 熊 本 市 武 市 功 雄 山 鹿 市

奥 田 洋 実 熊 本 市 荒 木 靖 菊 池 郡 市

齊 藤 健 熊 本 市 宮 川 俊 弥 菊 池 郡 市

瀬 井 知 己 熊 本 市 明 受 清 一 菊 池 郡 市

清 村 正 弥 熊 本 市 市 原 誓 志 阿 蘇 郡 市

原 田 教 二 熊 本 市 武 藤 健 史 阿 蘇 郡 市

上 原 凡 由 熊 本 市 玉 置 孝 信 上 益 城 郡

西 口 和 弘 熊 本 市 清 村 龍 朗 上 益 城 郡

渡 辺 猛 士 熊 本 市 大久保 和 之 下 益 城 郡

渡 辺 洋 熊 本 市 緒 方 博 之 下 益 城 郡

宮 本 浩 幸 熊 本 市 中 川 純 一 八 代

山 根 康 司 熊 本 市 上 田 龍 吾 八 代

蔵 田 幸 一 熊 本 市 中 山 万 弘 八 代

前 川 研 二 熊 本 市 高 田 博 樹 八 代

恵 福 和 志 熊 本 市 若 江 秀 敏 水俣・芦北郡市

井 尾 治 雄 熊 本 市 今 藤 隆 文 人 吉 市

中 村 進 宇 土 郡 市 中 原 正 弘 人 吉 市

森 義 和 宇 土 郡 市 秋 山 喬 球 磨 郡 市

冨 永 英 俊 玉 名 郡 市 久々山 芳 文 天 草 郡 市

森 隆 文 玉 名 郡 市 山 本 源 治 天 草 郡 市

犬 束 美 尚 玉 名 郡 市 森 口 茂 樹 天 草 郡 市

福 嶋 修 治 荒 尾 市

代 議 員 名 簿
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氏 名 郡 市 名

上三垣 晋 甫 八 代

矢毛石 陸 男 上 益 城 郡

緒 方 進 熊 本 市

工 藤 晃 正 菊 池 郡 市

千 場 敏 昭 熊 本 市

森 本 博 仁 玉 名 郡 市

原 賀 滋 久 山 鹿 市

熊埜御堂 渉 人 吉 市

裁定審議委員会委員

氏 名 郡 市 名

杉 尾 健一郎 玉 名 郡 市

福 田 民 男 八 代

斉 藤 修 身 熊 本 市

柿 原 訓 熊 本 市

三 隅 晴 具 菊 池 郡 市

選挙管理委員会委員

氏 名 郡 市 名

大 嶋 健 一 熊 本 市

水 上 正 太 八 代

江 藤 寛 文 上 益 城 郡

山 口 治 利 菊 池 郡 市

山 本 源 治 天 草 郡 市

同 予備委員
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３月12日 (土) 第３回介護者歯科実技研修

会が､ 午後３時より県歯会館４Ｆ大ホールに

て歯科医師､ 歯科衛生士､ 施設・病院関係者

等多数の参加者のなか開催された｡ 今回の講

師は､ 八代市で開業されている医療法人社団

平成会 平成病院の坂本眞一院長で､ 松岡理

事のあいさつに続いて講演が始まった｡ 演題

は ｢認知症 ～含む熊本モデル概要～｣ で近

年､ 認知症の高齢者は増加の傾向にあり､

2020年には292万人､ 100人に14人の割合で増

加するであろうとのことであった｡

認知症は､ 脳の病気によって記憶が悪くなっ

たり判断力が低下することで､ 日常生活に支

障が出ている状態をいう｡ 認知症の中には治

療可能なものや発症を予防できるものがあり､

認知症の多くは根治が望めないが､ 進行を遅

らせたり部分的には症状を軽減することがで

きる｡ また適切な対応により症状が軽減する

場合があること､ また､ 治る認知症でも治療

が遅れれば完全に元には戻らないので､ 認知

症は､ 早期発見と早期診断が非常に重要であ

る｡

認知症を引き起こす代表的な病気
①アルツハイマー病 最も多い認知症疾患で

すべての認知症の半分を占める｡ βアミロイ

ドが神経細胞に異常沈着することが原因と考

えられている｡ 70代以降の高齢者に多く､ ほ

とんどが物忘れで発症する｡ 投薬によって症

状を改善したり､ 進行を遅らせることが期待

できる｡

②血管性認知症 アルツハイマー病に次いで

多い認知症｡ 脳梗塞や脳出血によって神経細

胞が死ぬことによ

り起こる｡ 発症や

進行の予防が可能

な認知症｡

③レビー小体型認
知症 ３番目に多

い認知症で約10～

20％を占める｡ 本

来存在しないもの

が見える幻視､ 調子の波が大きいこと､ 手足

の震えや歩行障害などのパーキンソン症状を

特徴とする｡ その他､ 立ちくらみや便秘など

の自律神経障害､ 湿疹､ うつ病を伴う事があ

る｡ 多彩な症状が認められるため､ 治療やケ

アに注意が必要な認知症｡

④前頭側頭葉変性症 多くは65歳より以前の

初老期に発症する｡ 前頭葉が障害されると本

能的な欲動を自制できなくなり､ 側頭葉が障

害されると言葉が出てこなくなる｡ 物忘れよ

りも人格や行動の変化､ 言葉の障害が病初期

から目立ってくる｡

熊本モデル 熊本県では県内８つの医療機関

(天草病院､ くまもと心療病院､ くまもと青

明病院､ 山鹿回生病院､ 阿蘇やまなみ病院､

益城病院､ 平成病院､ 熊本大学医学部附属病

院) を ｢認知症疾患医療センター｣ として設

置し､ 認知症の早期発見・診療体制の充実､

医療と介護の連携強化､ 専門医療相談の充実

を図っている｡

認知症には様々なタイプがあるが､ 認知症

の方と接する場合は自尊心を傷つけない､ 叱

らない､ ゆっくり穏やかに笑顔でわかりやす

い言葉で話しかける､ 後ろから話しかけない､

道具や物を使ってわかりやすく説明する､ 家

族の気持ちも理解する必要がある｡ と本人本

位のケアが必要とのことだった｡

時間的な制約の中､ 認知症の基本から様々

な症例をビデオを使い多岐にわたりわかりや

すい説明があり盛況の中､ 会は終了した｡

(センター・介護 山田 貴之)

������������ 認認認認認認認認認認認認認認認認認認認認認認認認 知知知知知知知知知知知知知知知知知知知知知知知知 症症症症症症症症症症症症症症症症症症症症症症症症 をををををををををををををををををををををををを 学学学学学学学学学学学学学学学学学学学学学学学学 ぶぶぶぶぶぶぶぶぶぶぶぶぶぶぶぶぶぶぶぶぶぶぶぶ
―第３回介護者歯科実技研修会―�� �� ����

解説される坂本眞一院長

｢認知症｣と｢正常老化による物忘れ｣との違い

認知症 老化による物忘れ

原因 病気により生じる 加齢により生じる

物忘れに対する自覚
(病識)

ないことが多い あり

記憶障害 体験そのものを忘れる 体験の一部を忘れる

生活への障害 あり なし

もの盗られ妄想 伴う事がある なし

��
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３月26日 (土) 午後４時より熊本県歯科医
師会館４階ホールにて ｢大規模災害時の歯科
歯科医師会と自衛隊の連携｣ ～災害時の歯科
医師の役割～東日本大震災から学ぶと題して､
自衛隊中央病院陸上自衛隊陸将補 (歯学博士)
片山幸太郎氏をお招きして講演会を開催した｡
折しも､ ３月11日午後２時46分18秒に太平
洋三陸沖を震源地として､ マグニチュード
9.0という未曾有の災害が発生し､ 東日本を
中心に甚大な被害をもたらした｡ 余震､ 原子
力発電所の放射能漏れなど被害が日々拡大し
ていく中で､ 多くの歯科医師､ 災害担当者､
学生が参加した｡
開会に先立ち､ 全員で震災により犠牲にな
られた方への黙とうと被災者への義援金のお
願いを行った｡
開会の辞で前野副会長は､ 本日の講演会は
年間を通して行っている防災に対する講演会
の一環で､ 昨年の11月に企画されたものであ
る｡ 日頃から､ 災害への対応に対しては研修
会､ 訓練を行っているが､ この時期にこのよ
うな講演会を行える事は思っても見なかった
と話があった｡ 自身は震災当日､ 東京モノレー
ルに乗車されていて､ その場の状況を詳細に
語られた｡ 浦田会長も挨拶で､ 震災時に東京
に居り､ 震災時の状況と日本歯科医師会が身
元確認作業に迅速に動き対応している状況を
説明された｡
前半の部の講演で片山陸将補は､ 歯科医師
会と自衛隊との連携の必要性を語られ､ 現在
進行中の東日本大震災での､ 今回の ｢個人識
別｣ の要請から派遣までの流れ､ そして､ 自
衛隊への要請手順の説明をされた｡
災害時における歯科医官の任務として､ 災
害時の緊急歯科医療､ 阪神淡路大震災におけ
る歯科診療支援の状況を｡ 身元不明者の個人
識別では､ スマトラ島沖地震…平成16年12月
26日 (土) ７：58マグニチュード9.3､ 死者22
万人以上 (日本人40人＋２人) での不明邦人
の歯型鑑定を話された｡ その他の衛生科業務
として､ 医療行政､ 部隊指揮官として､ 部隊
幕僚としての働きを新潟県中越地震…平成16
年10月23日マグニチュード6.8死者68人､ 新
潟県中越沖地震…平成19年7月16日マグニチュー

ド6.8死者15人柏崎原発漏れの震災を通して
語られた｡
結言として､ (１) 平素からの歯科医師会
と自衛隊の連携､ 連絡体制､ 調整会議､ 防災
訓練等と行う事｡ (２) 災害時の歯科医師会
の体制､ 非常呼集網､ 組織図､ マニュアルを
作成する事｡ (３) 自己完結能力として､ 継
続性のために必要な体勢 ｢食事､ 水､ 電気､
燃料､ 風呂､ 洗濯､ 補給､ 居住スペース､ 休
養等｣ を備える事とした｡
後半の部では､ 歯科医師､ 自衛官としての
経歴を通しながら今までの活動の話があった｡
空手道との出会い､ 銃剣道､ 現地で患者の元
へ行くために空挺の訓練を行ったこと､ 戦闘
機飛行中の歯科医学的研究など､ 興味深い話
であった｡
最後に､ 危機管理の例を参加されている学
生にわかりやすく､ 結婚の例を取り上げて語
られた｡ 危機管理とは､ 相手を活かそうとし
てどうやってサポートするか､ 何かしてもら
いたいことは無いか､ 早く情報を伝えること
の大切さを語られた｡ 自らを結婚道錬士６段､
師範である妻に日々道場指導ありがとうとい
う想いで接していると笑いを誘った｡ ご主人
をどううまく育てるかは女性の役目であると
締めくくられた｡
謝辞を医療対策委員会片山理事から､ 現在
増えている医療苦情の現状も危機管理の観点
から考える必要があると語られた｡
閉会の辞を冨屋委員長が行った｡
東日本の一日も早い復興を願わずにはいら
れない想いと歯科医師として日常の診療を超
えて被災者への支援を行いたいと強く感じた
講演会になった｡ (医療対策 我那覇生純)

������������ 災災災災災災災災災災災災災災災災災災災災災災災災 害害害害害害害害害害害害害害害害害害害害害害害害 時時時時時時時時時時時時時時時時時時時時時時時時 にににににににににににににににににににににににに 何何何何何何何何何何何何何何何何何何何何何何何何 をををををををををををををををををををををををを すすすすすすすすすすすすすすすすすすすすすすすす るるるるるるるるるるるるるるるるるるるるるるるる かかかかかかかかかかかかかかかかかかかかかかかか !!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!????????????????????????
―講演会―�� �� ���

歯科医師会と自衛隊の連携が必要
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３月23日 (水) ７時30分

より荒尾市歯科医師会事務
所において､ 現執行部体制
を締めくくる平成22年度通
常総会が開催された｡ 会議
は田中専務の司会進行のも
と､ 山本副会長より開会の
辞が述べられた後､ ３月11

日に発生した東日本大震災の犠牲者に全会員
で黙とうを捧げた｡ 続いて議長の選出が行わ
れ､ 北野会員が選出された｡ 議事に先だって
福嶋会長より､ 現体制２年間の市歯科医師会
活動への会員の協力に対し感謝の意を述べる
とともに､ 社会情勢的に厳しい状態は続いて
いるが会員には良質な歯科医療の提供に尽力
してほしいと挨拶があった｡
会務報告
１. 会員数現況２. 庶務､ 事務関係３. 慶弔
４. 休日歯科診療５. 介護保険訪問診療事業
６.歯科健診事業７. 公衆衛生事業 ８. 各
委員会活動報告
以上について田中専務より詳細な報告があっ
た｡
会計報告
１. 一般会計現況２. 特別会計共済互助現況
３. 特別会計会館維持管理現況４. 預金残高､
財産目録
以上について原口常務より詳細な会計報告が
あった後､ 緒方､ 深浦両監事より会計処理が
適正であった旨監査報告があった｡
続いて､ 県歯代議員でもある福嶋会長より
代議員会の報告があった｡
議事
１一般会計収支決算の承認､ ２特別会計収支

決算の承認､ ３事業計画案の承認､ ４一般会
計予算の承認､ ５特別会計予算の承認､ ６会
費及び負担金の賦課額､ 賦課率徴収方法案の
承認､ ７会長､ 監事選出に関する承認､ ８荒
尾市歯科医師会顧問の委嘱に関する件､ ９定
款 (共済互助規定) の一部改正案の承認､ 10
学校統廃合に伴う学校歯科医配置と報酬変更
の承認
以上の案件について慎重な討議が為された後
承認可決された｡
７では､ 福嶋現会長が続投する旨了承され
た｡ 10では今後の新たな統廃合に対応するた
め生徒数割の形で､ 会員全員が学校歯科医の
任を負うことが決定した｡
協議では震災直後ということで中止された
総会懇親会の費用について､ 日歯を通じて義
援金として寄付することが確認された｡
東日本大震災発生直後に発足した第二次福
嶋体制は荒尾の歯科界から日本に元気を届け
るべく､ 新たな船出を迎えた｡

(馬場 一英)

荒尾

詳細に報告する執行部

山鹿市歯科医師会会員26名と熊本市に移管さ
れる11名の植木町の先生方との協力体制の確
認やお互いの活躍を祈念して会を終えた｡

(小林 聡)

３月26日､ 鹿本郡市歯科
医師会の総会及び懇親会が

山鹿市で行われた｡
植木町の熊本市合併に伴い11名の植木の先
生方が､ 平成23年４月１日より熊本市に移管
される為､ 鹿本郡市としては最後の総会となっ
た｡
総会では平成23年度の事業計画案や予算案
について報告があった｡ また､ 原賀滋久会長
が８年の任期を終え､ 鹿本郡市歯科医師会最
後の会長となった｡ ４月１日からは山鹿市歯
科医師会として神山久志新会長が選出され報
告があった｡
懇親会では鹿本郡市歯科医師会の80年の歴
史を振り返るスライドが用意され､ 過去の鹿
本郡市会員の方々も参加され懐かしい懇親会
となった｡

山鹿 ―通常総会―

��������������������
鹿本郡市として最後の挨拶をされる原賀会長
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３月26日 (土) 午後４時

より､ ウイング松橋におい
て平成22年度下益城郡歯科
医師会総会､ 医療安全対策
講習会､ およびタウンミー
ティングが開催された｡
始めに今回の震災で亡く

なられた方への黙祷を行い､ 次期会長に再任
された大久保和之会長の挨拶の後､ 議事進行
が行われた｡
報告
(１)平成23年度新役員紹介および承認(２)
会計報告および監査報告(３)会務報告(４)委
員会報告(５)新会則・諸規定の策定報告
協議
(１)来年度事業計画(２)入会金､年会費に
ついて(３)未入会者対策(４)その他
以上の件につき活発な意見が出され､今後も
新執行部において検討を行っていくこととなっ
た｡
会終了後､ 県歯会医療対策岡田長久委員よ
り､医療安全対策講習会が開催され､医療安全
管理体制として､
(１)院内感染対策(２)医薬品の安全管理
(３)医療機器の安全管理
について､歯科医師会より配布された医療安
全管理対策書に沿いながら､ わかりやすく説

明して頂いた｡ 会員にとって大変参考になる
講習会であった｡
講演会終了後､ 県歯浦田会長､ 渡辺専務理
事を迎え､ タウンミーティングが開催された｡
まず浦田会長より､ 東日本大震災について､
岩手､ 宮城､ 福島の会員の状況､ 義援金､ 支
援物質の搬送状況､ 身元不明者の確認作業等
について報告がなされ､ 現地の厳しい状況を
あらためて認識させられた｡ その後､ 県歯２
年間の会務報告がなされ､ 今後県歯として行
うべき案件について説明があった｡ 会員から
は集団指導､ 個別指導の現状､ 今回の震災の
ような大災害の際､ 身元確認のための歯科医
師派遣に関する体制などについて質問が出さ
れ､ 活発な質疑が行われた｡

(右山 裕則)

下益城

３月26日 (土) 午後４時
より平成22年度水俣芦北郡

市歯科医師会通常総会が水俣市 ｢あらせ会館｣
において開催された｡
藤崎圭一副会長の開会の辞に続き､ 東日本
大震災の犠牲者に黙祷を捧げた｡
若江秀敏会長より挨拶があり､ ｢日頃から
会運営にご協力とご理解頂きありがとうござ
います｡ 未曾有の東日本大震災を目の当たり
にし､ 息の詰まる思いでいっぱいです｡ 会と
して何かできることはないか､ それもあわせ
て本日審議して頂きたい｡｣ と述べられた｡
浮池高史会員を議長に選出し､ 執行部より
22年度会務報告・会計収支決算と会計監査報
告があり､ 無事に承認可決された｡
続いて23年度の事業計画案・会計収入支出

水俣芦北 ―通常総会―

������
予算案・協議も
承認可決された｡
今年度は役員
の任期満了の年
であるため､ 会
長選出がなされ
若江秀敏会長の
続投を全員一致
で承認した｡
最後に学校歯
科担当の出来田
悌吾会員より学校におけるフッ化物洗口につ
いてスライドを交え､ わかりやすく解説がな
され通常総会を終了した｡
その後､ 場所を移し懇親会が開催された｡

(鬼塚 友文)

被災地の復興を願って

タウンミーティングにて
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東日本大震災による自粛

ムードが高まる中､ ４月２
日(土)午後３時より､ 肥後
銀行天草支店3F会議室に
於いて平成22年度天草郡市
歯科医師会通常総会が開か
れた｡ 開会の辞に続き議事
録署名人に嶽本､ 蓑田両会

員が指名され､ 引き続き故鬼塚義行元会長に
対する黙祷が捧げられた｡ 久々山会長による
挨拶のあと､ そのまま議長を務められ下記の
次第で議事が進行された｡
報告 (１)会務報告(２)代議員会及び県歯総
会報告(３)評議員会報告(４)国保組合会報
告(５)委員会報告
議事 (１)平成22年度決算案の承認を求める
件 会計監査報告(２)会計・監事の選出に
ついて(３)役員選出について(４)入会金の
変更について(５)平成23年度事業計画案の
承認を求める件(６)平成23年度予算案の承
認を求める件
協議 (１)天草郡市歯科医師会80周年記念事
業について(２)東日本大震災に対する支援

について
議事､協議が滞りなく終了した後､県歯浦田
会長､小島副会長が到着され､東日本大震災
に対する県歯科医師会としての状況報告､今
後の方針について話された｡閉会後､場所をい
けす｢とらや｣へと移してからも､震災にあわれ
た地区の歯科医師会の被害状況や､国の対策
の在り方､民間団体の支援の在り方など､今
回の大地震の話題で持ち切りだった｡

(槌本 亮二郎)

天草

新たに始まる

４月２日 (土) 午後４時
より宇土市走潟 ｢新心｣ に

て平成22年度通常総会が行われた｡ 森 義和
専務理事の進行のもと､ 会に先立ち昨年11月
にご逝去された毛利 明会員を偲んで黙祷が
捧げられた｡
次に中村会長挨拶では､ 無事に２年間の任
期を各会員の協力と理解で終えることができ
た感謝の辞を述べられた｡ また次年度の課題
として行政・地域との繋がりを強化､ 医師会・
薬剤師会との交流､ 大矢野地区の天草支部へ
のスムーズな移行を挙げられた｡
報告事項として､ まず①新入会員の壽永旭
博会員の紹介挨拶があった｡ 昨年の宇城三郡
市合同学術講演会､ 忘年会､ 会員旅行にも参
加され､ すでに会の一員として活動しており
諸先生方からも可愛がられている存在となっ
ている｡ ほかに②会務③県歯通常代議員会④
各種委員会報告があった｡ 学校歯科委員会か
らは ｢歯及び口腔の健康づくり推進条例｣ に
伴い､ 校医としてフッ化物洗口の講演依頼の
際に役立ててもらおうと各会員にCD－ROM
が配布された｡
中村会長を議長にして以下の５議案が審議
され､ すべて原案の通り承認可決された｡
第１号議案 平成22年度収支決算 (案) に関

する件・監査報告
第２号議案 平成23年度事業計画 (案) に関

宇土 ―通常総会―
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する件

第３号議案 入会変更に関する件 (150万円
から50万円)

第４号議案 平成23年度予算 (案) に関する
件

第５号議案 次期会長並びに監事の選出に関
する件 (中村会長､ 勇・杉村監
事が再選)

協議ではAED講習会および各種研修会の
開催予定について話し合われ､ 総会は終了と
なった｡
総会後､ 八木副会長より連盟会計報告があ
り､ 宴席に場所を移しお楽しみの懇親会で各
会員和やかな時間を過ごし､ 八木副会長の一
本締めでお開きとなった｡

(長山 千帆)

２年間の感謝を述べられる中村会長
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３月26日(土)15時より玉名市の白鷺壮別館
において平成22年度通常総会が行われた｡ 冨
永会長挨拶に始まり､ 長寿の祝いが行われた｡
傘寿の祝いが北田健次郎会員､ 還暦の祝いが
小林泰子会員､ 森隆文会員､ 安田光則会員で
あった｡ 開会に先立ち東日本大地震で犠牲に
なられた方へ､ 黙祷が捧げられた｡ 総会では
まず代議員､ 評議員各委員の報告があり､ 続
いて玉名郡市の22年度の現況報告が行われた｡
議事
第１号議案 平成23年度(社)玉名郡市歯科医

師会事業計画案の承認を求める
件

第２号議案 平成23年度(社)玉名郡市歯科医
師会会計歳入歳出予算案の承認
を求める件

第３号議案 平成23年度玉名郡市歯科医師共
済互助会会計収入支出予算案の

―通常総会―

承認を求める件
第４号議案 (社)玉名郡市歯科医師会会長､

監事選出の件
第１～４号議案については会員からの承認
を得る事が出来た｡ 今回は県歯より中嶋副会
長､ 荒尾歯科医師会より福嶋会長にお越し頂
いて貴重なお話を頂いた｡ 総会終了後は写真
撮影､ 懇親会が行われた｡ (永廣 有伸)

総会と合わせてお祝いも行われた

―三師会学術講演会―
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３月11日 (金) 午後７時より玉名郡市医師
会において玉名郡市三師会合同の学術講演会
が行われた､ 今回の講演会ではビスフォスフォ
ネート製剤 (ＢＰ製剤) についてそれぞれの
視点からの講演会であった｡
・ ｢ＢＰ製剤の重篤な副作用とその対応 顎
骨壊死について ｣ 薬剤師会 星野輝彦氏
・ ｢ＢＰ製剤と歯科治療｣

歯科医師会 大林裕明会員
・ ｢ＢＰ製剤による功罪｣

医師会 中野哲雄氏
という演題にて講演が行われた｡
講演ではまず薬剤師の立場からはＢＰ製剤
の特徴や組成など､ またどの様な時に服用し､
経口薬と注射薬との副作用の発生頻度の違い
といった基本的な話から始まった｡
歯科医の立場からはＢＰ製剤の副作用の一
つである顎骨壊死 (BRONJ) についてＢＰ
製剤投与中に外科処置が必要となった場合は､
投与３年未満かつリスクファクター (－) で
あれば原則として休薬せず､ また投与３年以
上でかつリスクファクター (＋) であれば休
薬を検討する必要があるという事であっ
た｡ また休薬期間として３カ月程度が
望ましいという事である｡

外科的処置後については､ ＢＰ製剤再開ま
での期間は創面が再生粘膜上皮で覆われる２
～３週間後で十分な骨性治癒が期待できるま
で待つのが望ましいという事であった｡ もち
ろん処置前・後にＢＰ製剤と顎骨壊死につい
てのリスクの説明は十分行う事が必要であり､
医師の立場からは講師が整形外科のリュウマ
チや脊椎脊髄の専門家という事もあってＢＰ
製剤に対して深く掘り下げた話となった｡

とにかくＢＰ製剤についてよく勉強
した日であった｡

(山本 浩喜)

歯科医の立場から講演する大林会員

玉名���������
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３月24日､ 郡市歯科医師
会館にて平成22年度通常総

会が開催された｡ まず荒木会長が会員に対し
て､ ２年間の会務に対する謝意を述べた｡ そ
の後､ 三隅会員を議長､ 伊藤会員を副議長に
選出し審議に移った｡
平成23年度の事業計画 (案)､ 予算 (案)
はすべて可決成立し､ 次期の役員改選も滞り
なく行われた｡ また､ 定款に則り理事の互選
により､ 荒木会長の再任となった｡
平成23年度から新しく総務委員会を設置し､
｢公益法人改革｣ ｢未入会者対策｣ などに対応
していく予定である｡
最後に高木専務理事より２年間の協力に対

菊池 ―通常総会―

���� ��
する感謝と､ 次期２年間の力添えのお願いの
言葉で閉会となった｡

(城 敦哉)

会務に対する謝意を述べられる荒木会長

―老健施設無料歯科健診―

��������
３月26日 (土) 午後２時

より球磨郡あさぎり町深田
の社会福祉法人 ｢翠光園｣
にて球磨郡歯科医師会より
歯科医８名衛生士８名参加
により老健施設無料歯科健

診が実施された｡ 同無料健診は昨年度も実施
したが､ 今回は対象者､ 参加人数ともに規模
が拡大した｡
秋山会長より噛むことの大切さや口腔ケア
の必要性について話があり ｢治療に関しては
歯科医師会会員ができるだけのことは行いま
すが､ ブラッシングについては歯科衛生士が
プロなので解らないことはなんでも聞いて下
さい｣ との挨拶があった｡
健診会場は翠光園の食堂を利用したが､ 場
内は広く明るく施設のスタッフの協力のもと
スムーズに進行した｡ 翠光園の利用者約90人
を対象に､ ８テーブルに別けて健診を行った
が､ どのテーブルも和気あいあいとした雰囲
気であった｡
口腔内を観察した感想であるが､ 施設の職
員による口腔ケアがしっかり実行されている

印象を持った｡
又被験者の中にはご高齢にもかかわらず､
多数の歯を保持している方も存在し､ 特に90
歳で29本の健全歯を保持された老婦人の存在
には感激させられた｡
最後に秋山会長より
｢今日は元気なおばあちゃんもおられ､ びっ

くりしました｡ (会長の指を咬んだおばあちゃ
んがおられました) 今日の健診を参考にして
頂き､ 更なる口腔ケアに取り組んで頂けまし
たら幸いです｡｣ との挨拶があった｡
以上､ 好評の内に健診は終了した｡

(高野 秀司)

球磨

和気あいあいとした雰囲気の中行われた
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３月23日 (土) 15時より

平成22年度人吉市歯科医師

会通常総会が翠嵐楼にて行

われた｡

１. 開会の辞

副会長 與田 桂三

２. 物故者黙祷及び東日本 大震災被災者へ

の黙祷

３. 会長挨拶 会長 今藤 隆文

４. 報告事項

(１) 会務報告�平成22年度事業報告
専務理事 中原 正弘�各担当理事及び委員長報告�連盟活動報告

(２) 会計報告

イ・平成22年度歳入・歳出現況報告

ロ・平成22年度特別会計現況報告

ハ・熊本県歯科医師連盟人吉支部会計現況

(３) 連盟通常評議委員会報告

(４) 歯科医師国保組合会報告

(５) 通常代議員会・総会報告

５. 議事

第１号議案 平成23年度 事業計画案の承

認を求める件

第２号議案 入会金・年会費・連盟会費の

承認を求める件

第３号議案 平成23年度一般会計歳入・歳

出予算案の承認を求める件

第４号議案 平成23年度連盟会計歳入・歳

出予算案の承認を求める件

第５号議案 役員改選

第１～５号議案まですべて承認可決された

６. 協議

７. 閉会の辞 副会長 與田 桂三

以上

同会場にて那須智治会員の文部科学大臣表

彰受賞祝賀会が行われた｡

斎藤健三会員の司会進行により開始された｡

東日本大震災のあと自粛の提案もあったが､

会としては喜ばしいことなので開催された｡

那須会員と入江会員のお二人が､ 昭和53年よ

り人吉高校の学校歯科医としてのがんばりに

より今回の受賞となった｡ 那須会員もこの賞

は､ 人吉歯科医師会の会員みんなでとった賞

ですと言われ､ 今後とも健康が許す限り頑張っ

ていきたいと､ 謝辞を述べられた｡

(瀬戸 雄得)

人吉

表彰状を手にされての記念撮影

―通常総会―

��������������

前月号の杉野政敏先生の訃報において､ 郡市名が ｢天草郡市｣ とありまし

たが､ ｢熊本市｣ の誤りです｡ ここにお詫びして訂正いたします｡

(広報委員会)

����������������������������������� ��������� �������������������������������������������� お 詫 び
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一一 般般 会会 員員

坂
(サカナシ ヒデミツ)
梨 秀光

熊本市新屋敷2-17-19
坂梨歯科医院

①息子の成長
②予防歯科の導入
③今の場所で開業して

父の代から47年家族ぐるみの患者様が
来院して下さる事
④日々幸福に暮らす事

中
(ナカシマ ミツオ)
嶋 充生

熊本市高平３丁目11-58
中嶋安田歯科医院
①今後の日本､ 歯科界
がどうなるのか気に
なります｡
②患者さんの希望にで

きるだけ沿う様な治療を行うことだろ
うと考えています｡
③学生時代の同級生と共同で開業しまし
た｡
どちらも病院歯科を長くやってきたと
ころが特色です｡
④地域の皆様に親しまれる歯科医院になっ
てくれたらなと思っています｡

森
(モリノ シゲル)
野 茂

熊本市池田2-1-82
もりの歯科クリニック
①新幹線開通､ 政令市
移行後の熊本の動向
②さまざまな治療が､
一つの線となるよう

な診療
患者さんのライフスタイルに沿うよう
な診療
③全身管理ができることです｡
④歯科医療含め､ さまざまな活動で熊本
を元気にできればと思います｡
よろしくお願い致します｡

藤
(トウ ヨウゾウ)

洋藏

熊本市白山3-1-4
ウィンディビル１F

くるみ歯科
①咀嚼：顎位と下顎位､
顎運動と下顎運動の
相関の理解と把握に

て､ 臨床に応用｡
成長期の成長発育とその後の老化の理
解とその臨床応用｡
構造医学：学問の総合・統合理解と把
握と世界観の拡大にてスペシャリスト
としてのプロフェッショナルを目指す｡
②人を全体的に診るヒト科の歯科医師と
して､ 私に助けを求める人に対し､ 私
の全ての知識と技術と術を持って､ そ
の人の人生に良き関わりを少しでもも
てる仕事とすること｡
③私の全ての知識と技術と術にて､ 日常
生活を主体にその人の人生に関与し､
肉体の寿命が生命の寿命より多少でも
長くなり､ 交換しない歯を棺桶まで持
参してもらう為の努力をしている｡
平均寿命 (男性85歳､ 女性90歳) を一
応の目標とする｡
④老眼などの老化現象など身体の衰えを
かなり感じる今日この頃です｡
頑張りも段々と難しくなりましたが､
学問知識の追求と技術の鍛錬と術の構
築にて歯科医師としての私の人生にて
登れるところまでは､ 頑張りたいと思
います｡

清
(キヨフジ トシアキ)
藤 寿晃

八代市田中西町17-1
フラワー歯科クリニック
①・東日本大震災後の

日本の復興
・原発問題
②すべての選択肢を提

案し､ それぞれのリスクを説明した
上での､ 患者さん主導の治療｡ ただ
し医学的に無理なものについては再
度考慮していただく治療

③・診療時間を20：00まで設定していて､
お仕事帰りに歯科治療を受けてもら
うこと｡
・小児から高齢者の方まで幅広い患者
様が来院されること｡

④地域社会に密着した歯科医院を作って
いきたい｡

①今もっとも関心のあること
は何ですか｡

②自分が希望する歯科診療と
はどのようなものですか｡

③他の歯科医院にはない自分
の医院の特色を教えてくだ
さい｡

④今後の抱負は何ですか｡
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福
(フクチ マサキ)
地 正貴

玉名郡南関町
上坂下3559-2

ふくち歯科医院
①今､ 開院したばかり
で､ 経営面にとくに
未熟であり､ 不安も

感じます｡ 又､ スタッフ教育について
も､ 色々と先生方に教えをいただきた
いと思います｡
②日本の特色である国民皆保険制度｡ こ
の制度の中で､ いかに患者さんのニー
ズに答えていけるか､ よりよい診療を
目指し､ 地域に奉仕をしていきたいと
思っております｡
③特に今のところございません｡
④インプラントをはじめ､ 高度先進医療
だけでなく､ 義歯､ エンドといった基
本に戻って､ 歯科治療を一生懸命､ 学
んでいきたいと思います｡

福
(フクダ ハヤト)
田 勇人

熊本市富合町
三拾町207-2

ふくだ歯科クリニック
①東日本大震災の復興
の行方｡
②一歩的な治療ではな

く､ 患者様と医院が二人三脚となって､
病気を治していく｡ という環境を作っ
ていきたいです｡
③若さとやる気だけです｡
④患者様にとって､ 必要であったり希望
された時に ｢当院ではできません｣ と
いう台詞を､ 一つ一つ減らしていく努
力を日々していきたいと思っています｡

山
(ヤマダ ムネタカ)
田 宗敬

熊本市出仲間
７丁目1-36

やまだ歯科
①インプラント､ 矯正
を含めた全顎的な包
括的治療を目指して

勉強していきたいと思います｡
②口腔内の疾患だけを診るのではなく､
患者様の声に耳を傾け口腔内の健康の
向こうにある精神的な幸福とQOLの
向上を目指す歯科診療を希望します｡
③完全個室カウンセリングルームを２部
屋設け､ ゆっくりと患者様のお話を聞
いていきます｡ 患者説明用のソフトも
充実させております｡
④地域の方々に末永く愛され心と心でつ
ながったあたたかい歯科医院を作って
いきたいです｡

有
(アリムラ ヨシト)
村 嘉人

上益城郡嘉島町
鯰1836-2

ありむら歯科医院
①自分の健康問題 ｡
②納得がゆくまで説明
をしてから診療を行

いたい｡
③歯周病治療と小児歯科治療､ 両方に重
点を置いていること｡
④今年､ CTを導入予定です｡ 患者様に
対しての安心安全な治療に向けて頑張っ
ていきたいと思ってます｡

蓮
(ハスダ マサヒト)
田 政仁

天草市志柿町6685-2
はすだ歯科クリニック
①借金大国日本の行方
②機能と構造と生物学
的恒常性を兼ね備え
た正常な口腔内へと

回復させ､ それをメンテナンス可能な
環境を作りあげること｡
③景色が良い｡
④一人一人の患者様を大切に｡

宇
(ウト カズトシ)
都 和寿

熊本市段山本町3-7
うとデンタルクリニック
①日本の未来､ 子供の
将来｡
②歯科診療とは､ 健康
な状態を回復し､ メ

ンテナンス可能な口腔内環境を整える
ことだと考えてます｡
③親切､ 丁寧｡
④歯科医療を通じて､ 社会貢献をしてい
きます｡



出席 摘要 日付 所管 

総務 

浦田会長 

浦田会長、宮坂常務理事、田上・大林理事、

澤田事務局長 

浦田会長、八木理事 

浦田会長 

浦田会長他全役員 

浦田会長 

中嶋副会長 

渡辺専務理事、西野常務理事、八木理事 

遠山・片山監事 

中嶋副会長 

八木理事、永田委員長他全委員 

小島副会長 

浦田会長、渡辺専務理事 

浦田会長 

浦田会長、小島副会長、宮坂常務理事 

浦田会長 

浦田会長、小島副会長 

浦田会長 

浦田会長 

浦田会長 

浦田会長 

浦田会長 

浦田会長、宮坂副会長、渡辺専務理事 

浦田会長他全役員、伊藤学院長 

浦田会長、小島副会長、渡辺専務理事、大

林理事、澤田事務局長 

浦田会長他常務理事以上全役員、牛島理事 

浦田会長 

浦田会長 

浦田会長他常務理事以上全役員、牛島理事 

久々山議長、荒木副議長他44議員、浦田

会長他片山監事を除く全役員 

松岡・竹下・牛島理事、添島委員長 

県医療・保健・福祉団体協議会第２回理事会（県医師会館） 

県歯及び口腔の健康づくり推進事業打合せ 

県薬剤師会：４役員、健康づくり推進課：２名 

阿蘇郡市歯会通常総会（阿蘇市） 

県総合保健センター評議員会（熊本テルサ） 

第12回理事会　（１）口腔保健センター従事者の業務災害における補償 

（２）日本弁護士連合会の集団フッ素洗口・塗布の中止を求める意見書 

（３）健康診断事業の委託業者の見直し 

第14回理事会（日歯会館） 

第30回九州地方社会保険医療協議会熊本部会（熊本市国際交流会館） 

労務管理打合せ 

月次監査　２月末現況監査 

玉名郡市歯会通常総会（ホテル白鷺） 

総務委員会　（１）公益法人制度改革 

人吉市歯会総会懇親会（翠嵐楼）　那須智治会員文部科学大臣表彰祝賀会 

タウンミーティング（下益城郡）（ウイング松橋） 

九州各県次期会長事前打合せ会（福岡県歯会館） 

歯の健康文化賞委員会 

坂本弁護士御礼訪問（坂本弁護士宅） 

天草郡市歯会通常総会（肥後銀行天草支店ホール） 

第714回支払基金幹事会（支払基金） 

会長就任挨拶・訓辞 

職員辞令交付 

九州厚生局熊本事務所長来館 

サンスター九州支店長来館 

県健康づくり推進課長来館 

第１回臨時理事会　（１）学院長・副学院長・教務部長の任命 

（２）有限会社ケイ・デー・エム・ユーの取締役の交替　（３）委員会規則の一部改正　ほか 

関係団体への新任挨拶廻り（県庁、熊本市役所等）　県知事、熊本市長への挨拶廻り 

第１回常務理事会　（１）新入会員の承認　（２）保険医協会との懇談会 

（３）九地連協議会の提出協議題ほか 

熊本市医師会館・看護専門学校落成記念式典（熊本市医師会館） 

県医療対策協議会（熊本テルサ） 

第２回常務理事会 

臨時代議員会　［議事］第１号～第６号議案　［協議］時局対策 

第３回県歯科技工士国家試験委員会（県庁） ３月16日 

17日 

18日 

19日 

22日 

24日 

25日 

26日 

27日 

30日 

４月１日 

２日 

６日 

13日 

17日 

20日 

23日 
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H.23.5



H.23.5

出席 摘要 日付 所管 

浦田会長、椿理事、添島委員長他全委員 

前田理事、田中委員長他全委員 

浦田会長、中嶋副会長、勇常務理事、前田

理事、田中委員長他全委員 

勇常務理事 

田上・大林理事 

田上理事他２委員 

田上理事、川瀬委員長他２委員 

浦田会長、宮坂副会長、渡辺専務理事、田

上理事、川瀬委員長他全委員 

川瀬委員長 

八木常務理事、牛島理事 

浦田会長、渡辺専務理事、八木常務理事、

牛島理事、池嶋委員長他全委員 

宮坂常務理事、加藤理事、立本委員長他４

委員 

宮坂常務理事、加藤理事 

渡辺専務理事、宮坂常務理事、加藤理事 

加藤理事、立本委員長他１委員 

宮坂副会長、加藤理事 

宮坂副会長 

宮坂副会長 

浦田会長、宮坂副会長、加藤理事、佐藤委

員長他全委員 

加藤理事、佐藤委員長他３委員 

立本副委員長、岩崎委員 

西野常務理事 

渡辺専務理事 

学術委員会　（１）委嘱状伝達　（２）今後の委員会活動　（３）講師の招聘 

社会保険委員会　（１）次年度日程　（２）次年度委員会骨子　（３）次年度への意見・要望 

社会保険委員会　（１）委嘱状伝達　（２）会員向け発行物　（３）４／30社保説明会　ほか 

九州大学歯学部同窓会県支部社保研修会 

県歯科保健推進会議第２回ワーキング部会（県庁） 

標準的な成人歯科健診に関する勉強会 

地域保健小委員会　（１）糖尿病診療情報提供書　（２）産科・歯科との連携 

地域保健委員会　（１）委嘱状伝達　（２）委員会担当業務　（３）年間スケジュール　ほか 

地域保健小委員会　（１）早産予防モデル事業健診票チェック 

総務・厚生小委員会　厚生・管理委員会、総務委員会から総務・厚生委員会へ業務引継ぎ 

総務・厚生委員会　（１）委嘱状伝達　（２）委員会担当業務　（３）公益法人制度改革 

広報小委員会　（１）会報４月号・第１回校正 

テレメッセ打合せ　（１）４月14日放送分 

熊日新聞社との打ち合わせ　（１）医療ＱＱに係るアンケートの打合せ 

広報小委員会　（１）会報４月号・第２回校正 

全国健康保険協会との打合せ　（１）全国健康保険協会ラジオ番組「おひさまさんぽ」の打合せ 

テレメッセ打合せ　（１）４月14日（木）放送分 

ＮＨＫテレメッセ収録（ＮＨＫ熊本）　（１）４月14日（木）放送分 

広報委員会　（１）委嘱状伝達　（２）会報４月号・編集 

広報小委員会　（１）会報５月号・第１回校正 

臨時代議員会取材 

県ＰＴＡ災害見舞金安全会判定審査委員会（県総合福祉センター） 

沖縄県歯学校歯科医会研修会（沖縄県歯会館） 

４月22日 

３月25日 

４月９日 

16日 

３月16日 

23日 

４月９日 

16日 

４月５日 

９日 

３月23日 

24日 

29日 

30日 

４月４日 

８日 

13日 

14日 

22日 

23日 

３月17日 

19日 

学術 

社会保険 

地域保健 

総務・厚生 

広報 

学校歯科 

前野副会長、遠山監事、片山理事他７委員 

前野副会長、遠山監事、片山理事他６名 

前野副会長 

浦田会長、前野副会長、片山理事、冨屋委

員長他４委員 

前野副会長 

医療対策委員会　（１）事例報告・検討　（２）「双方向コミュニケーション」ガイド　（３）３月26日講演会　ほ

医療対策委員会　（１）福岡弁護士との打合せ　（２）講演会準備 

医療対策小委員会　講演会試写 

医療対策講演会　大規模災害時の歯科医師会と自衛隊との連携　参加者：118名 

講師：自衛隊中央病院　片山幸太郎先生 

福岡弁護士との打合せ 

18日 

24日 

25日 

26日 

３月17日 

医療対策 

学校歯科 

渡辺専務理事 

渡辺専務理事、大林理事 

浦田会長、宮坂副会長、大林理事、河原委

員長他全委員 

西野監事 

第11回日学歯理事会（日歯会館） 

第78回日学歯総会（日歯会館） 

学校歯科委員会　（１）委嘱状伝達　（２）ＨＰ　（３）年度計画・学校歯科医研究制度　ほか 

宮坂副会長、渡辺専務理事、田上・大林理

事 
むし歯予防対策事業圏域説明会事前打合せ会 

県ＰＴＡ災害見舞金安全会判定審査委員会（県総合福祉センター） 

31日 

４月８日 

21日 

22日 

27



出席 摘要 日付 所管 

岡田副委員長 

冨屋理事、岡田委員長他１委員 

冨屋理事、岡田委員長 

浦田会長、小島副会長、冨屋理事、岡田委

員長他７名 

松岡理事、松本委員長他全委員 

松岡理事 

松本委員長 

松岡常務理事 

浦田会長、宮坂副会長、渡辺専務理事、松

岡常務理事、松本理事、平井委員長他全

委員 

松本理事、平井委員長他４委員 

伊藤学院長 

逢坂教務部長 

伊藤学院長他２役員 

伊藤学院長他２役員 

浦田会長、伊藤学院長他6委員 

浦田会長、伊藤学院長他14名 

逢坂副学院長・松岡副学院長 

浦田会長、伊藤学院長他７委員 

浦田理事長 

浦田理事長他全役員 

下益城郡歯会医療対策講演会（ウイング松橋） 

医療対策小委員会　（１）平成23年度年間行事予定の検討　（２）委員会の仕事分担の検討 

（３）各郡市担当者会 

医療対策小委員会　（１）医療相談及び損保ジャパンとの協議　（２）全体委員会の準備 

医療対策委員会　（１）委嘱状伝達　（２）理事挨拶および新委員紹介 

（３）事例報告検討及びその方法　ほか 

介護者歯科実技研修会　受講者：45名 

県地域リハビリテーション推進会議、県市町村介護予防事業評価支援会議（県民交流会館パレア） 

県自閉症協会との打合せ 

口腔保健センターカルテ・会計チェック（口腔保健センター） 

センター・介護委員会　（１）委嘱状伝達　（２）委員会担当業務　（３）年間スケジュール　ほか 

センター・介護委員会　（１）口腔保健センター運営についてのアンケート　（２）障がい児（者）歯科研修会

（３）センターユニット見積 

学院卒業式 

全国歯科衛生士教育協議会総会（東京） 

臨地実習指導担当者反省会 

学院役職員会 

第７回教務委員会 

学院入学式　48名期生：48名 

教務委員会打合せ 

第１回学院教務委員会 

全歯連通常総会（日歯会館） 

第１回国保理事会（臨時）　（１）理事長の互選　（２）副理事長の互選　（３）常務理事の互選　ほか 

26日 

４月８日 

13日 

15日 

３月19日 

25日 

26日 

４月１日 

９日 

20日 

３月18日 

24日 

25日 

29日 

４月９日 

21日 

22日 

３月25日 

４月８日 

センター介護 

学院 

国保組合 

医療対策 

28
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社団法人 熊本県歯科医師会 会員のみなさまへ 

グループ保険制度のご案内 グループ保険制度のご案内 会員専用 

�お手頃な保険料で、死亡保障・入院保障を準備できます。 

�入院1日目から保障の対象となります。（医療保障プラン） 

�保険期間は1年で、毎年保障の見直しができます。 

�配偶者・お子様も会員ご本人とセットでお申込みになれます。 
　※団体定期保険（Ｓ51）は配偶者のみとなります。 
�医師の診査がなく、告知書の提出のみで簡単に申込みになれます。 

�団体定期保険（Ｓ51）・新医療保障保険（団体型）それぞれ剰余金があれば、

配当金として還元されます。保険金・給付金のお支払状況等によっては

配当金が0になる場合があります。 

�付帯サービス（健康コール24などのサービスを利用できます。）（医療保障

プラン） 

Ｈ21年度の配当金個人還元率は、（Ⅰ）団体定期保険より約40％、（Ⅱ）新医療保障保険団体型よ
り約40％が加入者全員に還元されました。 
 

Ⅰ．団体定期保険（Ｓ51）（死亡保障プラン）会員・配偶者 
　　　　＜災害保障特約（Ｓ51）＞ 

Ⅱ．新医療保障保険（団体型）（医療保障プラン）会員・配偶者・こども 
　　　　＜手術特約/家族特約/家族手術特約＞ 

申込締切日：毎月15日 
保険期間：2010年8月1日（保障が開始する日） 
　　　　　～2011年7月31日 

申込書提出先：熊本県歯科医師会　事務局 

グループ保険制度の7つの特徴 
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１日（水） 

５日（日） 

11日（土） 

15日（水） 

22日（水） 

第５回常務理事会 

歯の衛生週間・歯の祭典 

学校歯科保健推進大会 

第６回常務理事会 

第４回理事会 
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　再び２年間広報委員会を担当さ

せて頂くことになりました。 

日頃より会報作成など多岐にわた

るご協力、感謝申し上げます。 

これからの２年間は、今までの広

報の形にとらわれず新しい広報活

動を模索して行きたいと思ってお

ります。 

ご指導、ご鞭撻のほどよろしくお

願い申し上げます。　　　　（H.K） 


